
2021.



子どもたちが植え付けをする様子

畝づくりをする様子

収穫をする子どもたち

とうもろこしを食べる子どもたち

生育中のとうもろこし

収穫間近のとうもろこし

皮むき競争の様子



 ９月１８日（土）和歌山市立河北コミュニティ

センターにて「ＪＣなんてやってる場合

か！？」というテーマで９月度例会を開催いた

しました。本例会では、一般社団法人亀岡青年

会議所第３６代理事長、公益社団法人日本青年

会議所近畿地区京都ブロック協議会２０１９年

度会長を歴任された木戸　庸介先輩を講師にお

招きし、青年会議所運動に参加することの意義

について分かりやすくお話していただきました。

　例会に先立ちまして、メンバーの皆さまには

アンケートにご回答いただきましたが、その中

で皆さまが入会した動機について「人脈を広げ

たいから」という理由と「運動を通じて成長し

たい」という理由が最も多く、また「和歌山の

まちづくりに貢献したい」という理由も上位に

入っていました。これらの動機はＪＣの三信条

の「友情」「修練」「奉仕」に該当するもので

あり、青年会議所

が目指す方針と我々メンバーが青年会議所運動に

参加する理由は同じ方向を向いているものなのだ

ということをあらためて認識することができまし

た。

　このアンケート結果を基に組織論や社会情勢の

分析を交えたご講演の中で、我々青年会議所メン

バーが抱える将来に向けた課題や、これから目指

すべき方向性について考える機会となり、出席し

ていただいたメンバーの皆さまも真剣に聞き入っ

てる姿を拝見して、今後の青年会議所運動へのあ

らたな気づきにったと確信しました。

　週末の貴重な時間であるにも関わらず、ご出席

いただいたメンバーの皆さま、そして、亀岡の地

からお越しいただき、貴重なご講演をしていただ

いた木戸先輩をはじめとする一般社団法人亀岡青

年会議所の役員の皆さまにあらためて御礼申し上

げます。本当にありがとうございました。




